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開演の１時間前から、8階お茶席と９階カフェを営業しています

豊
田
市
能
楽
堂

豊
田
市
能
楽
堂

豊田市内在住・在勤・在学の小中学生と引率する保護者

公演当日の開演１時間前から・当日券窓口（豊田参合館8階）
脇・中正面席が完売の場合は「ファミ割」は販売しません。
ご予約・座席の指定はできません。
市内在住・在勤・在学を証明するものをご持参ください。
詳しくは、当館ホームページをご確認ください。

【ご注意】

対  象  者

発売日時・場所

※注①大人と子ども合わせて１グループ最大５名まで（例：大人２名と子ども３名）
　　②豊田市内在住・在勤・在学者はグループに１名いれば全員割引
　　③保護者は、対象になる子どもの引率者であれば親子でなくても可
　　④他の割引との併用は不可

当日限定販売のお得な「ファミ割」チケット

主催／公益財団法人 豊田市文化振興財団　豊田市

正面席 5,000円
脇・中正面席 4,000円（25歳以下：2,000円）

チケットの取り扱い・お問合せ

※友の会会員はどのお席でも一割引きとなります。

 5月30日
午後2時開演

午後1時30分開場

豊田市能楽堂
（豊田参合館8階）

土

令和8年

入場料
全席指定（税込）
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豊田市コンサートホール・能楽堂事務室（豊田参合館8階）TEL0565-35-8200     

インターネット予約  https://www.t-cn.gr.jp/ticket/
チケットぴあ（WEB）  https://t.pia.jp/（Pコード539-010）
※友の会割引・25歳以下割引は、チケットぴあでのお取り扱いができません。
※未就学児同伴のご入場はご遠慮ください。　※車いす席はお問合せください。
※やむを得ない事情により、出演者・演目などが変更になる場合があります。

受付時間 午前9時～午後9時 休館日 月曜日（但し、祝日は開館）
キャッシュレス決済の
ご利用が可能です

小中学生 １,０００円 ／ 大人 ２,０００円入  場  料

脇・中正面席のみ対  象  席
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公式LINEは
こちらから

能楽堂での鑑賞を楽しむために
豊田市
能楽堂

能の舞台は、静かに始まり余韻を残して終わ
ります。シテ（主役）が揚幕に入っても、余韻を
楽しみイメージを広げているお客様もいらっ
しゃいます。
拍手は舞台上からすべての演者がいなくなり
かけた頃にするのが理想的です。

拍手はいつすれば
いいの？

遅刻や
おしゃべりはNG

能楽鑑賞のマナー

スマートフォン･
携帯電話の電源
時計のアラームは

OFFに

思っているより
寒いかも

会場内は温度差があり
ます。羽織るものなどを
お持ちください。

撮影･録音は
禁止です

上演中の客席への出入りは他のお客様も
気になります。また、小声での会話、咳や
くしゃみ、パンフレットをめくる小さな音でも
周囲に伝わります。周りのお客様へご配慮を
お願いします。

ご来場の皆様が素敵な時間を過ごせるよう、
ご協力をお願いします

豊田市能楽堂
（豊田参合館8階）

〒471-0025 愛知県豊田市西町1丁目200番地 
TEL 0565-35-8200　FAX 0565-37-0011
https://www.t-cn.gr.jp/

■事務室（豊田参合館8階）
■受付時間／9：00～21：00
■休館日／月曜日（但し、祝日は開館）

▲アクセスは
　こちら

曲
目
解
説　

終
演
予
定
　
午
後
四
時
五
十
分
頃

【
鼻
取
相
撲
】は
な
と
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下
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召
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抱
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挑
戦
し
ま
す・・・・。
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庵
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、大
勢
の
女

た
ち
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梅
見
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す
。持
参
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た
和
歌
を
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披
露
し
、梅

の
枝
に
架
け
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女
た
ち
だ
け
の
酒
宴
が
始
ま
り
ま
す
。次
々
と

謡
い
舞
う
女
た
ち
に
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わ
れ
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を
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し
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舞
う
老
尼
。
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梅
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狐
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狐
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縛
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